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MES-CG18-086-15 
２０２５年 １０月（第１版）                                    製造販売届出番号：13B1X00306G11278 

 

器０１ 手術台及び治療台 

一般医療機器  手術台アクセサリー  （70469000） 

Ｍ－ワンロック・アームボード 

 

 

 

【警告】 

＜使用方法＞ 

患者の任意の体位を確保するためにアクセサリーで支持するときは

常に患者の状態を監視すること。[長時間の体位保持は神経麻痺や褥

瘡の原因となることがあります] 

 

【禁忌・禁止】 

＜使用方法＞ 

１．当社製手術台以外では使用しないこと。［レール固定金具及び手

術台のサイドレール寸法が異なるため固定できません］ 

２．ノブが緩んだ状態で使用しないこと。［支持器が動いて患者に傷

害が起きることがあります］ 

３．許容荷重（6 kg）を超える荷重を加えないこと。［支持器が動い

て患者に傷害が起きることがあります］ 

 

【形状・構造及び原理等】 

１．外観 

  ① 

 

 

 

 

番号 商品コード 商品名 質量 

① 18-086-15 M-ワンロック・アームボード 本体 3.3 kg 

 

 

  ② 

 
 

 

番号 商品コード 商品名 質量 

② 18-086-16 
M-ワンロック・アームボード用  

マットレス 
0.4 kg 

 

 

 

※ 固定金具は別売りです。使用可能なレール固定金具は下表を参照して

ください。 

商品コード 商品名 製造販売届出番号 

08-110-01 レール固定金具（大型）Ｖｅｒ.２ 13B1X00306N10006 

08-110-20 ユニバーサルレール固定金具（大） 13B1X00306N10007 

 

２．患者体重（目安） 

200 kg以下 

 

３．原材料 

①-1 

①-2 

①-4 

支柱 

アームA 

アームB 

ステンレス鋼 

①-3 ノブ 銅合金、樹脂 

①-5 L字軸 アルミニウム合金 

①-6 ボード 樹脂 

①-7 面ファスナー ポリエステル 

② パッド 

ポリウレタン 

ポリ塩化ビニル 

ウレタンフォーム 

ナイロン 

 

【使用目的又は効果】 

手術台に付属するアクセサリーである。 

 

【使用方法等】 

１．レール固定金具への取り付け 

1-1 当社製手術台のサイドレールにレール固定金具を取り付けます。 

1-2 本品のノブ（①-3）を時計回りにまわし、固定します。 

（着脱時に本品が意図せず動くのを防止） 

1-3 本品の支柱（①-1）をレール固定金具に取り付け、固定します。 

 

 

イメージ図 
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２．調整および使用 

2-1 片手でL字軸（①-5）を持ち、もう一方の手でノブ（①-3）を

反時計回りに回して各関節部を緩めます。 

注：この時、各関節部は段階的に固定が解除されます。 

まずA部の関節が緩み、さらにノブを回すとB部の関節が 

緩みます。（図1） 

 

 

 

 
図1 

 

2-2 患者の体位を考慮しながら、任意の位置に本品を固定します。 

注：関節部に指を挟まないように注意してください。 

2-3 ノブ（①-3）を時計回りに回して各関節部を固定します。 

 

【使用上の注意】 

１．重要な基本的注意 

1-1 本品の支柱とレール固定金具が固定されていることを確認して

ください。 

1-2 レール固定金具と手術台のレールとが固定されていることを確

認してください。 

1-3 操作中は関節部に指などを挟まないように注意してください。 

1-4 固定を緩めずにアームの位置を変更しないでください。（劣化・

破損防止のため） 

1-5 患者の腕はバンドなどを用いて確実に固定してください。（落下

事故・怪我防止のため） 

1-6 衛生のため、患者が本品に触れる部分には必ず滅菌済ドレープ

を使用してください。 

1-7 手術台を作動するときは他のアクセサリーやテーブルトップと

の接触・干渉に注意してください。 

1-8 本品や関連アクセサリー、患者に異常が発見された場合には、

患者に安全な状態で本品等の使用を止めるなど、適切な処置を

講じてください。 

1-9 損傷のあるパッドは交換してください。（損傷のあるパッドに水

分が浸み込み、雑菌等が繁殖するのを防ぐため） 

２．相互作用 

［併用注意］ 

分離式手術台での使用は分離時にストレッチャーレール受けに接触

しない位置まで移動させること。接触するとテーブルトップの分離

ができず本品及び併用機器が破損することがある。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

１．保管方法 

本品は高温・高湿を避け、温度や湿度が極端に変化しない場所に保

管してください。 

２．耐用期間 

指定した保守点検及び適切な保管をした場合：20症例[自己認証（自

社データ）による] 

  注：耐用期間内であっても、使用状況又は使用頻度により、突発的

な故障、部品（パッドを含む）の著しい消耗・劣化・破損等を

生じた場合は該当部品の交換が必要です。 

 

【保守・点検に係る事項】 

＜使用者による保守点検事項＞ 

１．使用前・使用後の点検 

使用前・使用後に「破損箇所がないこと」、「関節部の固定・解除が

正常に機能すること」を確認してください。 

２．清掃・消毒 

血液・薬剤・汚染等の汚れは水で拭き取り、さらに消毒用アルコー

ル・ガーゼで清拭してください。なお、消毒液は弊社製手術台にて

確認済みの消毒液と同一のものをご使用ください。確認済みの消毒

液については手術台の取扱説明書をご参照ください。 

３．故障時のお願い 

本品が故障したと思われるときは、本装置に「故障」・「使用禁止」・

「修理必要」等の適切な表示をし、ご購入店又は弊社に連絡してく

ださい。 

 

＜業者による保守点検事項＞ 

本品を安全に使用するために、弊社及び弊社が認めた業者による定期

点検を実施してください。それ以外の業者による保守点検は、有害事

象の発生、性能・機能の低下を招くおそれがあります。定期点検をご

希望される場合は、ご購入店又は弊社にお問い合わせください。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者 

 ミズホ株式会社 

 ＴＥＬ ０３－３８１５－３０９７ 

製造業者 

  ミズホ株式会社 五泉工場 

 

 

 

保証期間に係る事項 

本品は納品/設置してから20症例もしくは1年間のどちらか早い方を

保証期間として無償修理いたします。但し第三者が修理した場合、天

災による破損、不適切な使用、あるいは故意による破損は除きます。

その他保証条件は弊社規定に依ります。 
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